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ＡＤＭ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1-1. 本製品の仕様・概要

第１章　導入・試運転

1-1. 本製品の仕様・概要

　任意波形出力や自動ループ制御に適したバッファメモリ付の（絶縁型）１２ビット高速ＤＡボード

です。　クロック同期出力・サイクルモードでは、あらかじめ書き込んでおいたＦＩＦＯメモリ内の

ＤＡデータ群を（最高８.１９２ＭＨｚの速度で）循環出力させることができます。　出力波形１サイ

クルのデータ点数がＦＩＦＯメモリ容量を超えるか無制限長の場合は、ＦＩＦＯメモリの充満状態に

よりＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ転送等を利用して逐次データを補充する非サイクルモードもあります。

　なお、出力波形振幅は別に用意されている汎用ＤＡ出力でソフト的に、または外部アナログ入力で

ハード的に制御することができます。　またクロック源の入出力機能により、ＡＤボード等と組み合

わせたアクティブな計測・制御システムが可能です。

　■ 波形ＤＡ出力部 ■

　　◇波形ＤＡ出力　：　１２ビット／１チャンネル（マスタスレーブ動作可能）。

　　◇バッファメモリ：　ＦＩＦＯ型・標準４Ｋ語（オプションで８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ語可能）。

　　◇通常出力レンジ：　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ（ジャンパ選択）、

　　◇出力モード　　　　 通常モード（通常出力レンジ）

　　　　　　　　　　　　 汎用ＤＡ出力（外部アナログ入力）との乗算モード、

　　　　　　　　　　　　 汎用ＤＡ出力（外部アナログ入力）との減算（または加算）モード、

　　　　　　　　　　　　 前２モード組み合わせの乗算・減算モード。

　　◇更新モード　　　　 クロック同期（サイクル／非サイクル）更新、または即時更新。

　■ 汎用ＤＡ出力部 ■　／／波形ＤＡ出力の振幅制御に使用可能。／／

　　◇波形ＤＡ出力　：　１２ビット／１チャンネル（独立制御）。

　　◇出力レンジ　　：　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ（ジャンパ選択）。

　■ 外部ｱﾅﾛｸﾞ入力 ■　／／波形ＤＡ出力の振幅制御に使用可能。（±１０ｖ以内・差動）／／

　■ 制御機能 ■

　　◇データ転送　　：　ＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ，通常（Single）Ｉ／Ｏ。

　　◇クロック源　　：　内部８ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ、または外部ＴＴＬ入力。

　　◇クロック値　　：　クロック源を３２ビット（16BIT×2）バイナリ・カウンタで分周。

　　◇トリガ機能　　：　ソフト（即スタート）、外部ＴＴＬ入力エッジ・またはレベル（帯域）。

　　◇割込要求要因　：　クロック（波形ＤＡ出力更新タイミング）、トリガ発生、

　　　（ソフト選択）　　サイクルモードの指定回数出力終了、汎用外部割り込みＴＴＬ入力、

　　　　　　　　　　　　ＦＩＦＯメモリのＮＯＴ－ＦＵＬＬ、ＮＯＴ－ＨＡＬＦ－ＦＵＬＬ。

　　◇ＤＭＡ起動要因：　ＦＩＦＯメモリのＮＯＴ－ＦＵＬＬ（ソフト許可）

　　◇外部制御出力　：　クロック（波形ＤＡ出力更新タイミング）、または

　　　　　　　　　　　　ＳＹＮＣ（サイクルモードでの先頭データ位置）出力。
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1-1. 本製品の仕様・概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

                 　　　　　　　　　　　図１－１Ａ．ＭＤＡ－７６１ＡＴ機能ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイクルモードのとき）

　　　　　　　　　　　　　　　フ

　　　　　　　　　　　　　　　ォ

　　　　    　ＤＡ　　　　　  ト　　　　　　ＦＩＦＯ　　　　　　１２ビット　　　　　　　　　　　　　波形

　　　　　　  データ　　　　  カ　　　　　　 メモリ　　　　　　　　ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　 ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ｃｈ．Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　 即 　　　　　　　　　  演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時 　　　　　　　　　　算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更 　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内部基準電圧　　新 　　　　　　　　　　組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋１０ｖ 　　　　　　　　　　　　　　合

　　  ＩＳＡバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　せ　　　　　　　　外部

　　 インタフェース　　　　　　　即　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　  設     　　　　　 アナログ

　　　　　　　　　　　　　　 　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　定　　　　　　　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　 　　更

　　　　　　　　　　　　 　　　　新　　　　  １２ビット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汎用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （ｃｈ．Ｂ）

　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロック出力

　　　　　　 クロック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（またはＳＹＮＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内部クロック源

　　　　　　　分周比　　　　　　分　周　　　　　　発　振　　　　（８ＭＨｚ／オプション：８.１９２ＭＨｚ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ソフトトリガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クロック源

　　 　（即スタート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     外部トリガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部・汎用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   割り込み入力

　　　　　　　　　　　　　【注１】　本図ではアナログ出力レンジ選択、割込要因の制御系統などを

　　　　　　　　　　　　　　　　　省略しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１－１Ａ．波形（チャンネルＡ）出力モードの選択肢

　　　　波形（チャンネルＡ）出力電圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《 詳細説明 》

 基準電圧、または乗算対象選択

          （スイッチＲＥＳＬ）

  オフセット選択

（スイッチＯＦＳＬ）

　（Ｖａ）  　　　　　　　　　　単独動作：《 ２－２項 》 　　内部基準電圧 　０ｖ

　（Ｖａ）－（Ｖｂ）　　　　　　減算動作：《 ２－３項 》 　　内部基準電圧 　チャンネルＢ出力

　（Ｖａ）－（Ｖｉｎ）　　　　　減算動作：《 ２－３項 》 　　内部基準電圧 　外部アナログ入力

　（チャンネルＢとの乗算）　　　　　　　　《 ２－３項 》 　　チャンネルＢ出力 　０ｖ

　（チャンネルＢとの乗算）－（Ｖｉｎ）　　《 ２－３項 》 　　チャンネルＢ出力 　外部アナログ入力

　（外部入力電圧との乗算）　　　　　　　　《 ２－３項 》 　　外部アナログ入力 　０ｖ

　（外部入力電圧との乗算）－（Ｖｂ）　　　《 ２－３項 》 　　外部アナログ入力 　チャンネルＢ出力

　 （Ｖａ）　：チャンネルＡ単独動作時の出力電圧

　 （Ｖｂ）　：チャンネルＢ単独動作時の出力電圧

　 （Ｖｉｎ）：外部アナログ入力電圧

　　 【注２】　チャンネルＡの乗算対象またはオフセット入力に、チャンネルＢまたは外部アナログ入力を使用

　　　　　　 する場合、演算結果が±１０ｖを超えるときの出力は保証されない。（出力素子が飽和するため）

【注３】　 外部アナログ入力範囲は最大±１０ｖ。（絶対最大定格＝±１５ｖ）
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　　波形ＤＡ出力　：　波形出力用のチャンネルＡは内部基準電圧、ＤＡチャンネルＢ出力、外部

　　　　　　　　　　アナログ入力を組み合わせた任意の出力モードを使用できます。／表１－１

　　　　　　　　　　　例えば任意波形を（クロック同期更新モードで）出力しながらプログラム

　　　　　　　　　　上でリアルタイムにゲインを変える、すなわち振幅制御が可能です。

　　　　　　　　　　　同様に外部からのアナログ入力と乗算（変調）させたり、オフセット印加

　　　　　　　　　　（減算、または加算）も可能です。

　　汎用ＤＡ出力　：　汎用のチャンネルＢはチャンネルＡの出力制御に使用できるほか、独立し

　　　　　　　　　　たＤＡ出力として使用することもできます。　但しチャンネルＡの乗算対象

　　　　　　　　　　に設定した場合に限り、汎用出力としての使用ができません。（２－３項）

　　クロック同期　：　ソフト（即スタート）、または外部ＴＴＬエッジトリガによりクロックが

　　出力モード　　　スタート、これに同期してＦＩＦＯバッファメモリ内のデータが順番にＤＡ

　　　　　　　　　　変換（更新）出力されます。　【サイクルモード】の場合、バッファメモリ

　　　　　　　　　　内のデータ群を１サイクル分として指定回数だけ（または停止まで無限に）

　　　　　　　　　　循環出力します。　出力しようとする波形１サイクル分のデータ点数が搭載

　　　　　　　　　　メモリ容量を超えるか無制限長の場合は、ＦＩＦＯメモリの充満状態により

　　　　　　　　　　ＤＭＡ，ブロックＩ／Ｏ転送等を利用して逐次データを補充する非サイクル

　　　　　　　　　　モードもあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｂ．クロック同期出力・サイクルモードの動作

　　　停止操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★

　　　トリガ　　　　　　　　　★

　　　クロック

　　　ＳＹＮＣ

　　　波形出力　　　　０ｖ

　　（ｃｈ．Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  リセット

　　【注４】ＳＹＮＣ：　クロック同期出力モードのとき、波形出力ＤＡデータ群の先頭位置（１クロック幅）を示す。

　　　　　　　　　　　　サイクルモード時は繰り返し出力されるが、非サイクルモードのときは先頭＝最初のデータ

　　　　　　　　　　　　出力時のみである。なお当信号（ＴＴＬ）出力はソフト上の選択で“クロック出力”とトグ

　　　　　　　　　　　　ルになっている。

　　　　　  波形出力：　ＤＡ出力は（ｃｈ．Ａ／ｃｈ．Ｂ共に）電源ＯＮ、パソコンリセット操作、または本ボードの

　　　　　　　　　　　ソフト的リセット操作により初期値＝０ｖとなる。　以後はＤＡ出力操作（またはクロック）に

　　　　　　　　　　　より更新された出力値が次の更新まで保持（ラッチ）される。
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1-1. 本製品の仕様・概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＤＡ－７６１ＡＴ

　 出力速度　　 ：　　クロック同期サイクルモードのときは全て本ボードの自動運転ですから、

　　　　　　　  　　パソコン側の速度に関係なく常に最高速度（８.１９２ＭＨｚ）が可能です。

　　　　　　  　　　非サイクルモードのときはパソコン側からボード上のメモリに逐次データを

　　　　　　　  　　補給する必要から、データ転送速度・ＦＩＦＯメモリ容量・総データ点数で

　　　　　　　　　  可能な最高速度が決まります。

　　　　　　　　　表１－１Ｂ．クロック同期・非サイクルモード時の最高速度例

 ﾊﾟｿｺﾝCPU→ 　　　　 ４８６／６６ＭＨｚ 　　 Ｐｅｎｔｉｕｍ／１００ＭＨｚ

 データ数→  ８Ｋ語 １６Ｋ語 ２４Ｋ語 ３２Ｋ語  ８Ｋ語 １６Ｋ語 ２４Ｋ語 ３２Ｋ語

 ポーリング  ３７０ K  ２９０ K  ２８０ K  ２６０ K  ８８０ K  ６６０ K  ６１０ K   同左

 割り込み  ２４０ K   同左   同左   同左  ５６０ K   同左   同左   同左

 ＤＭＡ  ２５０ K  １２０ K  １００ K   同左  ２９０ K  １９０ K  １６０ K   同左

　　　　　　【単位：ｓｐｓ】＝ｓａｍｐｌｅｓ／ｓｅｃ

　　同期運転　　：　　マスタ機のクロック出力をスレーブ各機のクロック源入力に接続します。

　　　　　　　　　　　マスタ機に対するソフト（即スタート）トリガ、または外部トリガ入力

　　　　　　　　　　によりクロックがスタート、全スレーブ機がこれに同期して各自のＦＩＦＯ

　　　　　　　　　　メモリ内ＤＡデータを更新出力する動作となります。（３－２０項．参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｃ．マスタスレーブ接続（最大７スレーブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ　　　　　　　　　　 波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　  波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　波形出力

　　【注】　マスタ機のクロック出力を直接入力できるスレーブ数は使用する最高クロック値の制限を受ける。

　　　　　　この数は◇８ＭＨｚのとき３枚、◇４ＭＨｚのとき５枚、◇１ＭＨｚのとき７枚。（波形が鈍るため。）

　　　　　　なお、マスタ機からクロックを供給されたスレーブのクロック出力を他のスレーブに供給可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、通過遅れ＝約２５０ｎｓ）
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ＭＤＡ－７６１ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1-1. 本製品の仕様・概要

　■ アナログ仕様 ■　（◇：ＤＡ出力チャンネルＡ，Ｂ共通）【ｍａｘ：最悪値、他は代表値】

　　◇セトリング　：　１μｓ（０.１％ＦＳ到達、負荷容量＝１００ｐＦのとき）

　　◇非直線性　　：　０.０５％ＦＳ（±２ＬＳＢ）ｍａｘ

　　◇温度ドリフト：　２０ｐｐｍ／℃

　　◇グリッチ　　：　３０ｎｖｓ

　　◇最大駆動負荷：　容量１０００ｐＦ以下、抵抗５ＫΩ以上（電流２ｍＡ以下）

　　☆アナログ入力：　最大±１０ｖ（絶対最大定格±１５ｖ）

　　■ その他 ■

　　◇ＤＡデータコード：オフセットバイナリ、または２の補数（ソフト指定）

　　◇Ｉ／Ｏアドレス　：上位１２ビットをディップスイッチ設定（１６ポート占有）

　　◇動作温度範囲　　：　　０～＋４５℃（結露しないこと）

　　◇保存温度範囲　　：－１０～＋８０℃（　〃　〃　〃　）

　　◇基板寸法　　　　：　２６８.６Ｌ×１１４.３Ｈ（突出部、カードエッジを含まず）

　　◇電源・消費電流　：＋５ｖ／１.３Ａ（ｍａｘ：１.５Ａ）

　　◇入出力コネクタ　　　 ＤＡ出力：９ピンＤ－ＳＵＢ型（ハンダ付用プラグ添付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波形（ch.Ａ）出力はＢＮＣ端子にも接続可能。

　　　　　　　　　　　　　 制御信号：８ピンＭＩＮＩ－ＤＩＮ型（１ｍ長ケーブル添付）

　　◇オプション　　　：　 制御信号（クロック入力、トリガ入力、汎用割込入力）用のＢＮＣ

　　　　　　　　　　　　 接続ボックス、クロック分配用接続ボックス、ケーブル等。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１－５項．参照）

　  添付ソフトウエア

　　◇ＭＳ－ＤＯＳ　：　波形出力用Ｃハンドラ（ＬＩＢ）、

　　　　　　　　　　　　ＣおよびＱｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃでの学習用サンプルソース。

　　◇ＷＩＮＤＯＷＳ：　ＷＩＮＤＯＷＳ－９５、ＮＴ、およびＷＩＮＤＯＷＳ（3.1）用の

　　　　　　　　　　　　単純Ｉ／Ｏ命令実行ＤＬＬ。
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1-2. ボード上の設定

　　本ボード上の設定はアナログ（ＤＡ）出力範囲、乗算・減算組み合わせ、およびＩ／Ｏベース

　アドレス値だけです。　割り込みやＤＭＡの設定（使用は任意）はソフトウエア上で行います。

　　　　　　　　　　　　図１－２Ａ．ボード上の設定対象位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＡ２　　　　　　　　　　　　　　　　  ＴＭＡ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＧＡ　 ＴＭＡ４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＡ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                          ＴＭＢ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ＲＥ　　　　 ＯＦ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＢ２　　 　　ＳＬ　　　　 ＳＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＭＢ１　　　　　　　　　　　　　　  ＣＮＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＧＢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｒ２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｒ２１　　 Ｒ２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＷ１　ＳＷ２　ＳＷ３　　　　 　ＣＮ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＣＮ２

　（この間は縮小表示）

　◇ＣＮＡ：ＤＡチャンネルＡ出力《ＢＮＣ》

　◇ＣＮ１：アナログ入出力《９ピンＤ－ＳＵＢ》　  　　　　　 １－４項

　◇ＣＮ２：制御信号入出力《８ピンＭＩＮＩ－ＤＩＮ》

　◇ＴＭＡ１～４　：ＤＡチャンネルＡ用調整トリマ（再調整：６－２項）

　◇ＴＭＢ１～３　：ＤＡチャンネルＢ用調整トリマ（再調整：６－２項）

　◇Ｒ２０，Ｒ２１：アナログ入力終端抵抗（出荷時：１０ＭΩ）

　◇Ｒ２２　　　　：アナログ入力ゲイン設定抵抗（出荷時：未実装＝ゲイン１）

　◆ＳＷ１，２，３：Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１，Ｅ】／１－３項

　◆ＲＧＡ　：ＤＡチャンネルＡの出力範囲設定【出荷時：３】（±１０ｖ）　　／２－２項

　◆ＲＧＢ　：ＤＡチャンネルＢの出力範囲設定【出荷時：１】（０～＋１０ｖ）／２－２項

　◆ＲＥＳＬ：ＤＡチャンネルＡの乗算対象設定【出荷時：１】（固定基準）／２－３項

　◆ＯＦＳＬ：ＤＡチャンネルＡの減算対象設定【出荷時：１】（０ｖ）　　／２－３項

　　図１－２Ｂ．乗算・減算設定　　 ＲＧＡ

　　（拡大図）　　　　　　　　　　 ＲＧＢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＲＥＳＥＬ

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＦＳＥＬ


